
MOGI Folk Art が高円寺に 2 つめの店
「MOGI & MOGI Gallery shop」を 3 月 30 日（土）オープン

配信元：デイリープレス 03-6416-3201 naotakegata@dailypress.org  www.dailypress.org

オープニングエキシビション

設楽洋子 作品展「Small Circle of Friends」　2024.3.30 sat - 4.29 mon

設楽洋子 作品展「Small Circle of Friends」
会期：2024 年 3 月 30 日（土）　ー 4 月 29 日（月）　12:00 - 19:00
定休日：火、水、木、金        入場無料
会場：MOGI & MOGI Gallery Shop　東京都杉並区高円寺南 3-44-14  1F

テリー・エリスと北村恵子が 2022 年 10 月にオープンした店「MOGI Folk Art」。独自の目線でキュレーションした、民藝、
さまざまな国や地域のクラフト、アート、オリジナルやヴィンテージの洋服などを紹介しています。
この度、MOGI Folk Art が、2 つめの店「MOGI & MOGI Gallery shop」をオープンいたします。新しい場所である通称「モ
ギモギ」では、１人の作家にフォーカスをした展覧会を開催するなど、お客様が作品や作家の思考と触れ合って、密度の
濃い時間を過ごせる場所になります。

オープニングエキシビションは、益子で 1970 年代から活動をした陶芸家、設楽洋子（〜 2022）の個展を開催します。
30 年以上通う益子でエリスと北村は、知る人ぞ知るという存在であった陶芸家、設楽洋子の作品に出会い、ここ数年、彼
女の作品を収集してきました。日常の生活で普段使いの器として作っていたモノクロームのシリーズと、幼少期から絵を
描くのが好きだったという設楽が、自由に大胆に表現する赤絵のシリーズ、約 60 点ほどの作品を展示いたします。
過去最大規模で開催する陶芸家、設楽洋子個展。ぜひご注目ください。

PREVIEW & OPENING EVENT　3 月 28 日（木）17:00 - 20:00
プレビュー＆オープニングを開催します。新しいショップと初の展覧会、会期前にぜひ一足早くご覧ください。



陶芸家、設楽洋子について

アトリエの風景
栃木県益子町塙

1948 年、仙台に生まれる。実家の家業がペンキ屋であること、兄が油絵を描いていたことなどの影響もあり、設楽は幼

少期から絵を描いたり、創作をすることが好きで、油絵も描いていました。また、岩手県盛岡の全国の民芸品を扱う「光

原社」仙台店には、若い時によく通っていたそうです。1972 年に益子に入り、同じ宮城県出身の作家、大宮司祟人（だ

いぐうじやすと）の元で、成井窯（1972 年築窯）でも手伝いを行いながら陶芸を学びます。

1999 年、益子町の中心に程近い塙地区の、画家・神崎正樹がかつて作陶をしていた場所に自身の窯を築き、2022 年に

生涯を閉じるまで一人で制作活動を続けました。設楽の作品は、生活の中で普段使いするモノクロームの器のシリーズと、

2007 年頃から始めた、形も色もダイナミックでより自由な表現をしている赤絵のシリーズがあります。普段使いの器は、

どちらかと言えば自分の生活を支えていると、設楽は周囲に語っていましたが、かといって無理をして作っていたという

わけではなく、モノクロームの作品も窯から出てきて何かを感じると、そこに大胆に赤絵を施して再び窯に入れることも

あったそうです。

土壌を改良して畑を耕し野菜を育て、山歩きを楽しみ、犬や猫など動物と戯れることが好き。また、ピカソの作品や現代

アーティストの作品、沖縄やアフリカのクラフト、いろいろなものからインスピレーションを得て、イメージやエネルギー

が蓄えるとようやく手を動かし始めたそうです。かつて個展を開催した際のプロフィールの紙に「益子の土を生かし、木々

の灰で釉薬を作り、見て楽しく手に取って使ってみたい、そんな器をめざし仕事を続けています」という本人の言葉が残

されています。常にろくろや窯に向かうというより、周囲の自然や日常がもたらす豊かさや好奇心が創作を支えていたと

いえます。

設楽の作品を初めて見た時にエリスは、色のバランスに惹きつけられて、フランスで 20 世紀初頭に起こった絵画運動

「フォーヴィズム」を思い起こしたと言います。感覚や感情を色彩で表現する、心が感じる色というキーワードは、設楽洋

子の活動や作品に共通項を見出せるかもしれません。

協力：民藝店ましこ



設楽 洋子／ Yoko Shitara

MOGI & MOGI Gallery Shop
東京都杉並区高円寺南 3-44-14  1F
定休日：火、水、木、金
営業時間：12:00 - 19:00

MOGI Folk Art
東京都杉並区高円寺南 3-45-12
定休日：火、水
営業時間：12:00 -19:00

以降、共通
1985 年ビームス入社。ロンドンオフィスにて、主にインターナショナルギャラリーのインポートのバイイングを担当。1994
年に Beams Modern Living を立ち上げ、2003 年にフェニカをスタート。2022 年に東京にも拠点を構え独立、東京・高円
寺に自身の店「MOGI Folk Art」をオープン。

1948 年　仙台生まれ
1972 年　益子に入り陶芸を学ぶ
1999 年　益子に築窯
2022 年　逝去

I.G  @mogi_folk_art
      @mogi_shop_tokyo
ONLINE SHOP    https://mogi-shop.com/

PRESS CONTACT：
ご質問、取材や掲載用画像などのご希望は、下記プレス担当までお問合せください
竹形尚子（daily press）　naotakegata@dailypress.org　03-6416-3201 / 090-1531-6268

テリー・エリス
1961 年ジャマイカ キングストン出身。ロンドン大学卒業後、ロンドンのセレク
トショップのバイヤーとして活動

北村恵子
1961 年東京都出身。バンタンデザイン研究所卒業後、KENZO、Michiko 
London にて活動。




